






















































た Beacon North East のアクションリサーチ共同調査グループ（Co-inquiry Action Research
group）の実践研究の成果として出されている論文，ガイダンス，ツールキット等の文献研究
からその概要をつかむとともに，課題を整理した。
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Ⅲ．Beacon North East のアクションリサーチ共同調査グループ
（Co-inquiry Action Research group）の実践研究1）
1．大学の社会貢献・地域連携の促進をめざすパイロットプロジェクト
英国には大学が地域社会との連携を推進できるようサポートする，社会連携のための全国コ
ーディネーティングセンター（National Co-ordinating Centre for Public Engagement：以下
NCCPE とする）がある。これは，英国の大学に基盤的資金を提供する高等教育ファンディン
グカウンシル（Higher Educaion Funding Council in England：以下 HEFCE とする），特定の研
究プロジェクトへの直接経費を提供するリサーチカウンシル（Research Council），主に健康・
医療分野への研究資金を提供している民間団体のウェルカムトラスト（Welcome Trust）など
が資金提供をして運営されているものである。2007 年，HEFCE は 4 年間のパイロットプロジ
ェクトとして，大学と社会との連携を促進するための，6つの協働センターと 1 つのコーディ





ブリストル大学（the University of Bristol）と西イングランド大学（the University of West of
England）は，2008 年 NCCPE のホストとしてコーディネーションを担うこととなった。
2．Beacon North East アクションリサーチ共同調査グループ
Beacon North East は，6 つのパイロット Beacon のひとつで，英国北東部にあるニューキャ
ッスル大学（University of Newcastle）とダラム大学（University of Durham），そしてライフセ
ンター（Centre for Life）の協働によるとりくみで，特に調査研究でもって，社会連携をはか
ることをその活動の趣旨としていた。他の 6 つの Beacon 同様 2008 年から 2011 年までの 4 年
間のプロジェクト期間であった。調査研究に焦点をあてていた Beacon North East は，2010 年
にアクションリサーチ共同調査グループ（Co-inquiry Action Research group：以下 CAR グルー
プとする）をたちあげた。地域連携における調査研究にそのとりくみの焦点をあてていた Bea-
con North East は，当初から調査研究を地域との共同調査（co-inquiry）で実施するアプローチ
を特徴としていた。これは，調査研究を実際のアクションにつなげる志向と，大学メンバー以
外の参加をある程度想定した，一般的な意味でいうところの協働的調査（collaborative re-





Beacon North East と NCCPE からの助成を受け，CAR グループによるプロジェクトが 2010
年 1 月に始動した。Beacon North East のパートナーたちとともに，大学と地域とが行う共同
調査のアプローチの経験からの学びをわかちあい，大学と地域が活用できるように，①共同調
査についての文献研究，②共同調査プロジェクトの事例研究，③ツールキット，④その他の論
文等を作成することとなった（Beacon North East 2011 a）。
3．目的・問題意識
先に記述したように，Beacon North East は共同調査ということばを一般的な広い意味での
協働的調査として用いていたが，CAR グループは，Heron と Reason が提唱していた共同調査






























グループのファシリテーションは，ダラム大学の Banks が担い，Armstrong がリサーチ（文
献レビュー，事例研究のための材料の照合，会議の記録）を担った。2010 年から 2011 年の 1
年間で，6回の会合がもたれた。当初は，コミュニティグループから 5 人のメンバー（有給職
員 1名，ボランティア活動者 4名），大学関係者 5 名，ファシリテーター 1 名，リサーチャー


























































①社会正義のための協働：地域と大学とのあるパートナーシップ（Beacon North East 2011




（Beacon North East 2011 c）
③ダラムの地元の食料ネットワーク：修士課程の学生の役割（Beacon North East 2011 d）
④近隣地区で低炭素のまちづくり：ニューキャッスルでの協働アクションリサーチ プロジ





のためのガイダンス（the Good Practice Guidance, Beacon North East 2011 a）」が作成された。























































































げ，方法論についてのより詳細な文献研究を遂行し（Durham Community Research Team,
2011），これはさらに地域を基盤とした参加型調査の倫理的ガイドラインを検討し，それが最
終的には継続したプロジェクトにおいてガイドラインと事例研究として出版されることとなっ
たのである（Centre for Social Justice and Community Action, Durham University and National Co-
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